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東北沖大地震に伴う大気圏・電離圏変動のシミュレーション
Simulation of atmosphere-ionosphere variations associated with the Tohoku-oki earth-
quake
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2011年 3月 11日の東北沖大地震では、地震発生後に顕著な電離圏変動が観測された。その変動は、周期 4分程度の
短周期変動、数 100 m/sから数 km/sまでの速度で伝播する移動性電離圏擾乱、震源付近のインパルシブな電離圏全電子
数 (TEC)増大とその後の急激な TEC減少などの特徴があった。我々は、２次元非静力学大気圏・電離圏結合モデルによ
り、その電離圏変動を調べた。その結果、震源付近で発生した音波と熱圏下部で二次的に発生した大気重力波によって、
TECの基本的振る舞いはある程度説明ができることがわかった。しかし、観測データの解析では、地震の表面波から発
生した音波や、伝播する津波などから発生する音波や重力波などが電離圏へ与える影響も示唆されている。本発表では、
震源付近の津波の上下運動の他、表面波や伝播する津波などで発生する音波や重力波の影響も含めたシミュレーション
結果を報告する。
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